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M 1 は14名（基礎 1 名，臨床13名），M 2 は15名（基礎 3 名
臨床12名），M 3 は 2 名（内臨床 2 名）の31名が在籍してお
ります。博士課程には，D 1 に 1 名，D 2 に 3 名，D 3 に 2
















性が再認識されてきたと言えましょう。学部の 3 ・ 4 年生を











ッサ赤沢」で， 2 泊 3 日で行いました。参加者は，学部生 4



























2 年 2 名と精神分析的な心理療法の治療機序とその精神力動
の理解を深めています。学部ゼミ生は 4 年生 5 名が卒論作成
に懸命に取り組み，「自由画研究」や「ハンドテスト」「投映
家族画」などの描画法をもとに，かなり深まった検討を行っ
ています。一方ゼミ 3 年次生の 7 人のメンバーは， 9 月以後
後期に入った早い時期からプレ・卒論の課題に取り組むなど
意欲的な学生が多くゼミが活性化して意欲的です。学部ゼミ

























































Harasawa, M., Nambu, M., Kitazaki, M., & Ishikane, H. 
（2012）. Differential phase-encoded method revealed loca-
tion of spatial attention related activities in parietal, tem-
poral and occipital cortex: an fNIRS study. ECVP2012 (Al-
ghero, Italy).
Nagahata, M., Okamura, Y., & Ishikane, H. （2012）. Atten-
tional bias for body and food in healthy females. The 35th 





































































Okada, K. （2012）. A Bayesian approach to asymmetric mul-












Okada, K. （2011）. Bayesian inequality constrained multidi-
mensional scaling. The 4th International Conference of 
the ERCIM Working Group on Computing & Statistics 
(London, UK).
Okada, K. （2012）. Bayesian analysis of asymmetry by the 





Okada, K. （2012）. Bayesian model averaging in factor analy-
sis to estimate factor reliability. International Society for 
Bayesian Analysis 2012 World Meeting (Kyoto, Japan).
Okada, K. & Mayekawa, S. （2012）. Dealing with Rotational 
indeterminacy in Multivariate Bayesian Models. The 2nd 





Okada, K. （2012）. A Bayesian Asymmetric MDS for the Ra-
dius-Distance Model. Joint meeting of Japanese and Ital-























































成24年度の人員構成は，教員 1 名，大学院生 2 名（博士課程
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Okubo, M., Kobayashi, A., & Ishikawa, K. （2012）. A fake 
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Okubo, M. （2012）. Leftward attentional biases in Framed-
line Test among East Asians. The International Neuro-
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Osada, H., de Amorim, A. C., Velosa, A., Wan, W. P., Lotr-
akul, P., & Hara, H. （2012）. Depression risks in mothers 
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24年度は，教員 1 名，大学院生 7 名（博士課程 3 名，修士課















Sawa, K. and Ishii, K. （2012）. Conditioned flavor preference 
and the US postexposure effect in the house musk shrew 
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kada, M., & Aihara, T. （2012）. Context and the renewal 
of conditioned taste aversion: The role of rat dorsal hip-




Leising, K．J., Sawa, K. & Blaisdell, A. P. （2012）. Factors 
that influence negative summation in a spatial-search 






ます。平成24年度の室員構成は，教員 1 名，大学院生 1 名









tin of Shimotomai Laboratory, Vol. 2, March, 2012において
公刊されています。





MacDonald, G., Marshall, T. C., Gere, J., Shimotomai, A., & 
July, L. （2012）. Valuing romantic relationships: The role 

































山上研では，平成23年 3 月に 3 名の卒業生（草柳有沙さ
ん，山下花緒さん，小林奈津美さん）を輩出しました。内，
山下さんは本学大学院に進学しました。また 4 月には 5 名の
新 3 年生を迎え， 4 年生 4 名， 5 年次以上 3 名の総勢12名と
なりました。
平成23年 3 月15日には，総ページ数89ページの専修大学山
上研究室年報 Annals of Yamagami Laboratory Vol. 2を刊行





























理学会大会，Annals of Yamagami Laboratory, 2（1），p.　












発表　 1 AM 5 ．
社会的活動
学校法人専修大学　評議員
社団法人日本心理学会　代議員
日本基礎心理学会　常務理事・編集委員長
独立行政法人大学評価・学位授与機構　文学・神学専門委員
会心理学部会委員
Ⅲ．卒業論文題目
平成24年12月17日に，45名の 4 年生が卒業論文を提出し，
単位が認定されました。以下に，学生氏名と論文題目（指導
教員名）を記し報告致します。
藤田　美貴　ライバルの特性が嫉妬感情に及ぼす影響―精神
的裏切りおよび肉体的裏切り場面における男女の性戦略
（山上）
相澤　由紀　集団極性化場面での生起感情とその後の集団へ
対する魅力―集団同一視と集団特性の観点から（下斗米）
中村　玲美　カレン・カーペンターと拒食症（高田）
相原　純平　フィードバックの種類が後のリスク選択に及ぼ
す影響と加齢の効果（澤）
沖田　青馬　青年期における自己愛性人格傾向と対人依存欲
求傾向との関連性について―質問紙法及びロールシャッ
ハ・テストを用いて（藤岡）
鈴木　彩夏　青年期心性としての満たされ感類型におけるメ
カニズムの研究―構造および自己への心理的影響の理解へ
向けて（下斗米）
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光地　美穂　ワーク・ファミリー・コンフリクトについての
メタ分析および欧米との比較（岡田）
石黒　良和　幼児の感情的役割取得と対人的問題解決から予
測される対人行動（山上）
伊藤　春香　親子関係・対人恐怖心性が作り笑いに及ぼす影
響について（乾）
斎藤　　智　色付き眼鏡着用時における気分の変化および作
業効率への影響（岡村）
岩切彩恵子　色の選択と気分状態の関連性について―マンダ
ラ塗り絵を用いて検討する（高田）
関根　　岬　恋愛傾向とストレスコーピング形態との関連
（乾）
下地　里枝　いじめ場面と自尊感情によるいじめ対処行動の
差異（岡村）
木内　慶太　自我漏洩感とバウムテストとの関連（高田）
田中めぐみ　言語化容易性が選好に与える効果（大久保）
荒井　直人　印象に影響を及ぼす表情と服装の相互作用（中
沢）
奥村　奈央　青年期における居場所感―友人関係様式と友人
関係満足度に着目して（谷田）
森　　有生　手の絵の認知と統合失調型パーソナリティ特性
との関連（乾）
大野　知昭　視覚的文脈手がかりと注意の補足の相互作用の
検討（大久保）
樋口　珠恵　精油の香りの記憶に及ぼす親近性・嗜好性・連
想の影響（中沢）
岸本　　健　親の養育態度とポジティブイリュージョン，抑
うつの関係について―親の養育態度の満足度の違いから
（谷田）
猪山　美穂　大学生に対する心臓音と音楽による癒し効果の
検討（岡村）
山上　希織　大学生の趣味が抑うつと幸福感に及ぼす影響
（山上）
渡邊　杏沙　仮想的有能感と家族関係―いじめの心理と背景
について（乾）
下條　愛美　間接的な方法における健常大学生の障害観，障
害者観の変化について（岡村）
中村有紀子　大量殺人事件の分類と加害者属性の推定（越
智）
星野　良太　近年の日本における殺人事件犯の男女別犯行特
性とその類型（越智）
藤野　未緒　背景色が再生課題に与える効果―回避動機と接
近動機の側面から（大久保）
五十嵐　黎　Frida Kahlo の痛みと自画像（高田）
波田野結花　効果量に基づく結果と古典的な仮説検定におけ
る結果との乖離の程度について―『教育心理学研究』を用
いて（岡田）
外岡　　慎　共感性の構造とその対人コミュニケーション機
能に関する研究―対人関係性とセルフ・モニタリングを規
定因として（下斗米）
平尾　和也　懸念的被透視感に含有される感情による懸念的
被透視感の生起要因および対処行動に関する研究（下斗
米）
上原　直之　視覚刺激に伴う犯罪不安感に影響を及ぼす諸要
因に関する研究（越智）
二瓶　　彩　ボディソニック音楽聴取における音と振動の同
期の有効性（中沢）
石井　菜摘　家庭問題をめぐる外集団から与えられる二重の
苦悩に関する研究：ステレオタイプや偏見とサポート要請
の観点から（下斗米）
日下祐衣子　ジェンダーと食行動異常の関連における自分描
画法による検討（乾）
大沢　理紗　乱雑な空間は論理的思考を妨げるか（中沢）
井竹　萌美　太宰治と思春期心性―太宰はなぜ若者に好かれ
るのか（高田）
江澤　佐知　虚記憶に刺激呈示様式が果たす役割―画像と文
字の比較（大久保）
杉山　博紀　大学生の自己愛傾向と抑うつ及び攻撃性の関連
について（越智）
小松久美子　事象関連電位による虚偽生成過程の分析（石
金）
山田千恵美　自己決定理論における動機づけ概念の比較―学
校段階と対象行動の差異についてメタ分析による検討（岡
田）
船水　未来　親密化過程における交換原理の推移と原理成立
要件としての共感性機能について―対人関係の良好さの発
生基盤に関する研究（下斗米）
関谷　実穂　ADHD 傾向をもつ大学生が抱える二次障害の
因果関係についての検討（岡村）
長谷健太朗　Franz Kafka の分裂病的資質（高田）
Ⅳ．優秀卒業論文
次の 4 編が優秀卒業論文に選出されました。研究室として
書状を贈呈し，栄誉を永く讃えます。
LP21－0005H　鈴木彩夏（指導教員：下斗米淳）
LP21－0008B　石黒良和（指導教員：山上精次）
LP21－0037H　波田野結花（指導教員：岡田謙介）
LP21－0053G　小松久美子（指導教員：石金浩史）
Ⅴ．修士論文題目
平成24年 1 月11日に，11名が修士論文を提出し，論文審査
と口述試験ともに合格し，修士（心理学）の学位が授与され
ました。以下に，大学院氏名と論文題目（主・副指導教員
名）を記し報告を致します。
大塚　志織　マスタリーが育児ストレスとソーシャルサポー
トに与える影響―母親の就労形態の違いから（長田・大久
保）
木島　直人　離人感とラバーハンドイリュージョンの関連性
について（藤岡・澤）
高岡　陽子　青年期の友人に対する自己開示と精神的健康
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（乾・下斗米）
新井悠莉恵　食行動に影響する自己意識と他者との関連
（乾・山上）
森　　綾香　ネガティブ感情下でのセルフモニタリング能力
の変化と性格特性との関連（岡村・石金）
湯浅　麻衣　大学生における星と波テストと自我同一性およ
び気分との関連（高田・中沢）
野原　知世　青年期における失恋後の肯定的な心理変化と関
連する要因についての検討（高田・下斗米）
松平　周輔　事前の自己呈示が課題に対する不安に及ぼす影
響について―主張的セルフ・ハンディキャッピングと自己
卑下呈示からの検討（藤岡・中沢）
菅原　美穂　中心視・周辺視における視線方向判断と個人内
要因の関連（長田・山上）
柴田彩也子　見捨てられ不安および自己愛が抑うつ感の表出
に及ぼす影響（高田・中沢）
宮下　　遥　ラットの強制水泳手続きが恐怖反応の再発に及
ぼす影響（澤・石金）
平　　明子　ストレス体験過程におけるポジティブ感情につ
いて（藤岡・岡田）
Ⅵ．研究室専任教員異動
乾吉佑教授が平成24年度をもって定年を迎えられ退職され
ました。学術面と共に，社会的活動，及び研究室運営に多大
なるご功績をなされましたことに対して，研究室一同より深
謝を申し上げます。
また，次頁の通り，これまでの研究室専任構成員の在職歴
を表に示します。
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